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第 269号

⑧令、めう CiZ8年 J月号

平成 8年 1月20日発行

!町の動き I(1月1日現在)

・人口 10，776人(+26人)

・男子 5，106人(+15人)

・女子 5，670人(+11人)

・世帯数 3，527戸(+4戸)

( )内前月比
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年
頭
の
ご
挨
拶

川
内
町
長

皆
様
、
新
年
明
け
ま

L
て
お
め
そ
は
、
事
件
や
事
故
の
な
い
、
安

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ら
か
な
良
い
年
で
あ
っ
て
ほ
し
い

平
成
八
年
の
年
頭
に
当
た
リ
、
も
の
だ
と
、
つ
く
づ
く
思
っ
て
お

ご
家
族
お
揃
い
で
輝
か
し
い
、
す
リ
ま
す
。

が
す
、
が
し
い
、
希
主
に
満
ち
た
品
刊
さ
て
、
川
内
町
の
当
面
い
た
し

春
を
お
迎
え
の
こ
と
ピ
お
慶
び
を
て
お
リ

i
す
行
政
課
題
の
一
端
を

中
L
上

げ

ま

す

。

の

べ

て

み

た

い

と

思

い

i
す。

昨
年
を
振
リ
返
っ
て
み
ま
す
と
ま
ず
、
公
共
下
水
道
事
業
で
ご

一
月
に
発
生
し
、
死
走
五
千
人
を
ざ
い
ま
す
が
、
昨
年
よ
リ
地
元
の

超
え
ま
し
た
阪
神
・
淡
路
地
方
を
方
は
も
と
よ
り
、
関
係
岩
各
位
の

お
そ
っ
た
未
曾
有
の
大
震
災
、
更
ご
協
カ
を
い
た
だ
き
、
進
め
て
き

に
、
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
を
中
お
た
ど
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
、
が
、
八
年

と
す
る
、
無
差
別
な
殺
人
事
件
、
度
よ
リ
、
い
よ
い
よ
事
業
の
着
手

拳
銃
に
よ
リ
ま
す
殺
傷
事
件
な
ピ
、
を
い
た
し
た
い
と
考
え
て
お
リ
ま

枚
挙
に
い
と
ま
、
が
な
い
ほ
ピ
、
白
す
。

然
災
害
ゃ
、
事
杵
事
故
の
多
い
年
次
に
、
過
泉
の
利
用
施
設
に
つ

で
あ
リ
ま
L
た
。
一
方
、
長
び
く
さ
ま
L
Tは
、
各
種
の
手
続
き
を

景
気
低
迷
に
よ
リ
ま
す
日
本
経
済
得
な
が
ら
、
事
業
を
推
進
し
て
い

の
不
況
の
し
わ
寄
せ
、
加
え
て
超
き
た
い
ど
考
え
て
お
リ
ま
す
が
、

氷
河
期
ピ
言
わ
れ
ま
す
雇
用
不
安
、
当
面
は
、
昨
年
源
泉
地
に
設
置
い

リ
ス
ト
ラ
に
よ
リ
ま
す
解
雇
や
、
た

L
ー
し
た
給
湯
設
備
に
よ
リ
、

バ
ブ
ル
時
代
の
つ
け
が
虫
て
さ
ま
町
民
の
皆
様
方
に
ご
利
用
を
い
た

し
た
位
尋
問
隔
地
、
新
令
糧
法
の
だ
き
た
い
ど
思
い
ま
す
。

施
行
に
よ
リ

i
す
白
由
化
の
波
、
次
に
)
稲
叶
祉
の
問
題
で
す
が
、
高

超
低
金
利
時
代
に
お
け
る
年
金
生
齢
化
率
の
高
い
川
内
町
で
は
、
老

活
岩
の
不
安
な
ピ
、
私
達
を
ど
リ
人
の
福
祉
は
、
緊
急
の
課
題
で
あ

i
く
社
会
経
薄
情
勢
は
内
外
共
に
リ
、
病
院
と
特
別
養
護
老
人
ホ
l

誠
に
放
し
い
も
の
、
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ム
の
中
間
施
設
と
い
わ
れ
ま
す
老

こ
れ
ら
を
引
き
継
い
で
、
平
成
八
人
保
健
施
設
の
誘
致
、
更
に
、
在

年
、
一
九
九
六
年
の
新
年
を
迎
え
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実
整

た
わ
け
で
あ
リ
ま
す
が
、
今
年
こ
備
な
ビ
、
福
社
対
策
を
計
品
約
に

オミ
ホ木

房
義

順
次
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

れ
の
叫
F
ま
A
A
7
0

こ
れ
ら
の
他
に
は
、
西
南
団
地

の
企
業
誘
致
の
推
進
、
教
育
施
設

の
整
備
・
充
実
も
推
進
し
な
け
れ

ば
な
リ
ま
ぜ
ん
o

本
年
度
か
ら
始

i
っ
て
お
リ
ま
す
中
山
間
地
域
の

農
山
村
活
性
化
総
令
整
備
事
業
、

更
に
は
、
地
域
防
災
計
品
の
見
直

し
、
国
土
調
杢
の
推
進
、
農
道
林

道
整
備
ど
併
ぜ
ま
し
て
、
町
道
整

備
や
簡
易
水
道
施
設
な
ピ
、
生
活

関
連
施
設
の
斐
備
も
計
品
約
に
進

め
て
い
き
た
い
ど
考
え
て
お
り
ま

す
が
、
い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て

も
、
こ
れ
ら
の
事
務
・
事
業
の
推

進
は
、
町
民
の
皆
様
方
の
ご
理
解

と
ご
協
カ
が
不
可
欠
で
あ
リ
ま
す
。

そ
L
て
、
関
係
機
関
の
ご
指
導
も

頂
き
な
が
ら
、
私
の
目
標
ど
い
た

し
て
お
リ
ー
す
、
明
る
く
活
カ
の

あ
る
、
し
か
も
住
み
よ
い
町
づ
く

リ
に
会
カ
で
反
リ
組
ん
で
参
リ
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
今

後
ど
も
一
一
層
の
ご
指
導
・
ご
紋
縫

を
お
願
い
い
た
し
た
い
ど
思
い
ま
す
。

す
-
』
や
か
に
新
春
を
迎
え
た
皆

様
方
の
ご
健
勝
・
ご
多
幸
・
ご
繁

栄
を
ぬ
か
ら
お
祈
リ
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
挨
拶
ど
い
た
し
ま
す
。

平
成
八
年
元
旦

)
十
二
月
定
例
町
議
会
報
告
並
び
に

〈
十
二
月
臨
時
町
議
会
報
告

補
正
総
額

-2 

12/20，-.;22 (定例)

12/27 (臨時)

九
億
四
千
百
九
十
一
万
六
千
円

ー
下
水
道
終
末
処
理
場
用
地
購
入
費
な
ど

1

一
十
二
月
定
例
町
議
会
は
、
十
二
月
二
十
日
開
会
し
、
監
査
委
員
一

一
の
選
任
同
意
な
ど
議
案
+
三
件
、
報
辻
=
件
が
提
案
さ
れ
、
平
成
一

一
七
年
度
補
正
予
算
を
除
く
、
議
案
九
件
、
報
告
一
件
が
原
案
ど
お
一

一

り

可

決

、

承

認

さ

れ

ま

し

た

。

一

一
十
二
月
二
十
七
日
に
は
、
十
二
月
臨
時
町
議
会
が
聞
か
れ
、
平
一

一
成
七
年
度
補
正
予
算
の
議
案
四
件
と
発
議
一
件
、
選
任
一
件
を
原
一

一

案

ど

お

り

可

決

、

承

認

し

ま

し

た

。

一

補

正

予

算

一
般
会
計
補
正
予
算
、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
、
簡

易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
、
公

共
下
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
を

合
わ
せ
た
総
額
九
四
一
、
九
一
六

千
円
の
補
正
予
算
と
な
り
ま
し

た。

口
一
般
会
計

補
正
総
額

一
一
一
九
二
二
九
八
千
円

累
計
総
額

四
、
九
三
六
、
九
一
五
千
円

主
な
補
正
の
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。



O
老
人
保
護
措
置
費

一
八
、
二
九
一
千
円

。
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事

業
補
助
金
一
八
、
四
一
四
千
円

。
公
共
下
水
道
特
別
会
計
繰
出
金

五
五
、

O
九
二
千
円

。
健
康
セ
ン
タ
ー
改
造
工
事
費

六、

0
0
0千
円

。
圃
場
整
備
対
策
工
事
費

一、二

O
O千
円

。
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業

工
事
請
負
費
二
、
七
五
五
千
円

。
林
道
維
持
修
繕
工
事
費

四
、
七

O
O千
円

。
道
路
橋
梁
維
持
修
繕
工
事
費

一一

、
0
0
0千
円

。
が
け
崩
れ
防
災
対
策
事
業
工
事

請

負

費

六

、

O
八
O
千
円

。
財
政
調
整
基
金
積
立
金

七
二
、

0
0
0
千
円

口
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
総
額

一
O
、九

O
九
千
円

司-、
E
+l
h
A
M
Z国
同

開
宅
司
--
-
-
回
も
ゆ
刷
申
各
um七

四
三
、
九
一
九
千
円

主
な
補
正
の
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

O
退
職
被
保
険
者
等
療
養
給
付
費

保
険
者
負
担
蚕
一
七
、

0
0
0千
円

。
退
職
被
保
険
者
等
高
額
療
養
費

保
険
者
負
担
金
二
、
八
七

O
千
円

。
老
人
保
健
医
療
費
負
担
金

ム
七
、
六
九
四
千
円

口
簡
易
水
道
特
別
会
計

修
繕
料
な
ど
補
正
総
額

二
、
一
一
七
千
円

累
計
総
額

一
九
O
、
三
八
二
千
円

口
公
共
下
水
道
特
別
会
計

終
末
処
理
場
用
地
購
入
費
な
ど

補
正
総
額
七

O
九
、
四
九
二
千
円

累
計
総
額
七
四
二
一
、
二
五
四
千
円

般

議

案

O
監
査
委
員
の
選
任
同
意
に
つ
い

て議
員
選
任
の
監
査
委
員
唐
川
和

高
氏
の
任
期
が
平
成
七
年
五
月
九

日
満
了
し
た
た
め
、
後
任
に
菅
野

忠
氏
を
選
任
す
る
た
め
議
会
の
同

意
を
求
め
た
も
の

O
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
い
て

高
須
賀
恵
三
郎
委
員
の
任
期
が

平
成
八
年
二
月
二
十
九
日
満
了
す

る
た
め
、
後
任
に
野
首
恒
明
氏
(
六

十
四
歳
)
を
推
薦
す
る
た
め
議
会

の
意
見
を
求
め
た
も
の

O
川
内
町
職
員
定
数
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

町
長
部
局
と
教
育
委
員
会
の
職

員
数
の
調
整
並
び
に
派
遣
職
員
の

身
分
を
保
障
す
る
た
め
、
職
員
定

数
条
例
の
改
正
を
行
う
も
の

菅
野

忠
氏

監
査
委
員
に

O
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
町

長
の
資
産
等
の
公
聞
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
国

会
議
員
の
資
産
等
の
公
開
等
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
き
、
町
長
の
資

産
等
の
公
聞
を
条
例
化
す
る
も
の

O
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

O
単
純
な
労
務
に
雇
一
周
さ
れ
る
職

員
の
給
与
の
種
類
友
ぴ
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
給
料

月
額
及
び
諸
手
当
等
を
改
正
す

る
も
の

議
員
選
任
の
監
査
委
員
唐
川
和

高
氏
の
後
任
と
し
て
、
十
二
月
二

十
日
議
会
の
選
任
同
意
を
得
て
、

十
二
月
二
十
日
付
で
菅
野
忠
氏
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

略
歴
は
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
住
所
大
字
松
瀬
川
四
七
八

マ

職

業

農

業

マ
略
歴
各
常
任
委
員
長
、
議
会

運
営
委
員
長
及
び
議
長
三
回
、
監

査
委
員
二
回
、
愛
媛
県
町
村
議
長

会
長
、
四
国
四
県
町
村
議
長
会
長
等

O
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

土
地
改
良
総
合
整
備
事
業
則
之

内
地
区

・
和
田
丸
地
区
、
県
営
圃

場
整
備
事
業
川
内
北
地
区
(
古
市
、

中
村
工
区
)
に
係
る
換
地
処
分
の

た
め
、
字
の
区
域
を
変
更
す
る
も

の

議

員

発

議

O
公
共
下
水
道
整
備
促
進
特
別
委

員
会
の
設
置
に
つ
い
て

公
共
下
水
道
事
業
を
整
備
促
進

す
る
た
め
、
公
共
下
水
道
整
備
促

進
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
委
員

八
名
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
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所
ょ得
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J Eヨ

知

平

成

七

年

分

所

得

税

の

申

生
口
告
と
納
税
は
、
二
月
十
六
日

R
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
で

i

a

-

。

-
7
1
 

'f

所
得
税
は
、
あ
な
た
自
身

が
正
し
く
所
得
や
税
額
を
計

算
し
て
納
付
す
る
申
告
納
税

制
度
を
と
っ
て
い
ま
す
。

例
年
三
月
十
日
を
過
ぎ
ま

す
と
、
税
務
署
は
大
変
混
み

合
い
ま
す
の
で
、
申
告
は
早

め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

(
確
定
申
告
の
必
要
な
場
合
)

①
昨
年
中
の
所
得
金
額
の
合

計
額
が
基
礎
控
除
、
配
偶
者

控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
の
所

得
控
除
の
合
計
額
を
差
し
引

き
、
そ
の
金
額
を
基
に
算
出

し
た
税
額
が
配
当
控
除
額
と

特
別
減
税
額
を
超
え
る
場
合
。

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
給
与
の

年
収
が
二
千
万
円
を
超
え
る

場
合
や
給
与
所
得
や
退
職
所

得
以
外
の
所
得
金
額
の
合
計

額
が
二
十
万
円
を
超
え
る
場
合
。

③
給
与
を
二
カ
所
以
上
か
ら
受
け

て
い
る
場
合
。

川
内
町
で
の
申
告
受
け
付
け
は

一
一
月
十
六
日
か
ら
一一
一
月
十
五
日
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
松
山
税
務
署
か
ら
連
絡

の
あ
っ
た
方
の
相
談
日
は
次
の
と

お
り
で
す
。

・
相
談
日

一
一
月
二
十
日

ω

二
月
二
十
一
日
制

川
内
町
役
場

二
階
会
議
室

交
お
問
い
合
わ
せ
先

松
山
市
若
草
町
四
の
三

松
山
若
草
合
同
庁
舎
内

松
山
税
務
署

8
9
4
1
・
9
1
2
1

A
 

-
場

所

一
、
目
的

こ
の
制
度
は
、
身
体
に
障
害
の

あ
る
人
々
の
更
生
援
護
の
相
談
に

応
じ
、
必
要
な
指
導
を
行
な
う
と

と
も
に
、
身
体
障
害
者
地
域
活
動

の
推
進
、
関
係
機
関
の
業
務
に
対

す
る
協
力
、
身
体
に
障
害
の
あ
る

者
に
関
す
る
援
護
思
想
の
普
及

等
、
身
体
に
障
害
の
あ
る
者
の
福

祉
の
援
護
に
資
す
る
こ
と
。

一
一
、
相
談
員
の
業
務

付
身
体
障
害
者
の
地
域
活
動
の

推
進
を
図
る
こ
と
。

口
身
体
障
害
者
の
更
生
援
護
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
、
必
要

な
指
導
を
行
な
う
こ
と
。

臼
身
体
障
害
者
の
更
生
援
護
に

っ
き
、
関
係
機
関
の
業
務
に

協
力
す
る
こ
と
。

四
身
体
障
害
者
に
対
す
る
国
民

の
認
識
と
理
解
を
深
め
る
た

め
、
関
係
団
体
等
の
連
携
を

図
っ
て
援
護
思
想
の
普
及
に

努
め
る
こ
と
。

回
そ
の
他
前
各
号
に
付
帯
す
る

業
務
を
行
な
う
こ
と
。

以
上
が
相
談
員
の
目
的
と
業
務

で
す
が
、
要
約
す
る
と
身
体
に
障

宝
口
の
あ
る
方
々
の
、
よ
ろ
ず
相
談
に

応
じ
る
と
言
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

役
場
・
社
会
福
祉
協
議
会
等
へ

行
け
ば
相
談
に
応
じ
て
く
れ
ま
す

が
、
そ
こ
へ
行
く
ま
で
の
橋
渡
し

も
い
た
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
こ

の
制
度
を
ご
利
用
下
さ
い
。

川
内
町
の
相
談
員
は
次
の
方
々

で
す
。

O
菅
原
熊
友
【
八
幡
】

E
9
6
6
1
2
2
9
2
 

(
有
線
)
3
5
1
4

0
日
野
一
雄
【
則
之
内
】

E
9
6
6
1
2
2
7
5
 

(
有
線
)
2
6
2
4

0
田
部
広
明
【
市
場
】

宮

9
6
6
1
2
0
5
3

(
有
線
)
3
3
5
6
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O 詳面公 O戦没
戦し 四 務

はく 万十 扶助 者等 没
川 円、料・、死

者内十遺亡

|等町年族当
役償年時
場還金に
福 の 等 三 別の
義国の 親

弔遺ま {が責 給受 等内

で支権で 室族お給をあ
問さ有つ がのいれすた
合まる遺

支給 主ト怯宰わすも族
せ。 のの

さ さく が方
可7':' いで れ
さ な ま まU 、 い平

方成 J¥ に七
年

特別 四月

慰金弔 に日

とお
しい
てて
額



ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

⑩
 

-・・・・・・・圃板知生
口女

昭
和
五
十
三
年
六
月
十
二

王
日
に
発
生
し
た
宮
城
県
沖
地

'f
震
で
は
、
仙
台
市
を
中
心
に

ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
石
造
塀
な
ど

の
倒
壊
に
よ
り
多
く
の
死
者

が
出
ま
し
た
。
そ
の
う
え
、

倒
れ
た
塀
が
道
路
を
ふ
さ
ぎ
、

避
難
や
救
助
・
消
火
活
動
を

妨
げ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
平
成
七
年

一
月

十
七
日
に
発
生
し
た
阪
神
・

淡
路
大
地
震
に
お
い
て
も
、

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
倒
壊
が
多

く
み
ら
れ
ま
し
た
。

「
ブ
ロ
ッ
ク
塀
」
な
ど
と

安
易
に
考
え
る
こ
と
な
く
、

正
し
い
建
て
方
に
よ
ら
な
い

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
危
険
性

を
十
分
認
識
し
、
こ
の
よ
う

な
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
な

f

、!ν
寺
千
十
ν

よ、っ。

す
で
に
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀

対
策

な
ど
で
も
正
し
く
工
事
が
さ
れ
て

い
な
い
も
の
や
、
老
朽
化
し
て
い
る

も
の
は
早
め
に
専
門
家
の
点
検
を

受
け
、
補
強
し
て
お
く
こ
と
が
必
要

で
す
。
参
考
と
し
て
、
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
補
強
の

一
例
を
示
し
て
お
き

ま
す
が
、
な
る
べ
く
危
険
な
塀
は

壊
し
て
安
全
に
し
て
お
き
ま
し
ょ

p
「
ノ
。迂回協力のお願い

(県庁前交差点から

松山市役所前交差点まで)

帯鋼(両面)

3.4m以内ごと

に鉄骨を溶接

した控壁を設

ける

よる:
基礎コンクリート

(幅15cm以上長さ60cm以上)

L型鉄鋼

(L 65X65X 6) 

々
C深み

t

k

l

p

 

」

抗

l
d

窃

$

川

ウ

制

町

じ

礎

~

仁

基

伺

翻
守
!
」

県庁前交差点から松山市役所前交差点までの

地下に建設している 「松山市役所前地下駐車場

(仮称)Jは平成10年末の完成をめざして工事を

進めていますが、今年 2月1日からの本格工事

に伴い、工事区間内の車線数が減少し、交通混

雑が予想されます。

工事区間内に御用のない方は、迂回にご協力

下さい。

。規制箇所県庁前交差点一松山市役所前交差点

(国道11号:図参照)

.規制期間 2月l日~平成10年末(予定)

.規制内容車線減少 (4車線→終日 2車線)

.問い合わせ先

建設省松山工事事務所

松山第一監督官詰所

松山市都市開発課

TEL 089-972-0034 

TEL 089-964-7085 

TEL 089-948-6467 

モ
て

グ

い
ケ
つ

コに

モ

力

グ
ア

毒

セ

町一60cm--

九
月
中
旬
に
、
大
阪
府
高
石
市

で
発
見
さ
れ
た
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ

は
、
そ
の
後
関
西
空
港
や
四
日
市

市
(
三
重
県
)
で
も
見
つ
か
っ
て
、

広
範
囲
な
地
域
で
生
息
し
て
い
る

可
能
性
が
心
配
さ
れ
県
内
で
も
港

湾
を
中
心
に
調
査
が
さ
れ
ま
し
た

が
、
現
在
の
と
こ
ろ
生
息
は
確
認

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
ク
モ
は
、
屋
外
の
堅
い
構

造
物
の
狭
く
暖
か
い
場
所
に
巣
を

堀
之
内

Aι
ー
ー

T つ
く
り
、
糸
は
強
く
小
さ
な
枯
れ

葉
な
ど
の
ゴ
ミ
を
付
け
て
い
る
こ

と
が
多
く
、
攻
撃
性
は
な
い
の
で

素
手
で
捕
ま
え
な
い
限
り
岐
ま
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

非
常
に
臆
病
で
驚
か
す
と
巣
か
ら

落
ち
て
是
を
縮
め
死
ん
だ
ふ
り
を

し
ま
す
。

新
聞
等
で
も
報
道
さ
れ
て
い
る

と
お
り
こ
の
ク
モ
の
毒
は

一
匹
当

た
り
の
持
つ
毒
素
の
量
が
少
量
の

た
め
、
人
聞
が
岐
ま
れ
で
も
重
傷
に

は
至
ら
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

町
内
に
は
ま
ず
生
息
し
て
い
な

い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
ク
モ

の
こ
と
で
ご
相
談
が
あ
れ
ば
健
康

セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

通
行
規
制
区
間

松

山

市

役

所

伊
予
銀
行

5一



お

、っ
十

-6 

歳

H

大
人
の
仲
間
入
り
α
を
祝
う
成
人
式
が
、
一
月
十
五
日
、

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
成
人
式
を
迎
え
た
の
は
、
昭
和
五
十
年
四
月
二
日

か
ら
昭
和
五
十
一
年
四
月

一
日
ま
で
の
聞
に
生
ま
れ
た

人
で
、
そ
の
う
ち
百
九
人
が
出
席
し
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

森
町
長
の
式
辞
、
記
念
品
の
贈
呈
(
受
領
者
新
成
人

代
表
三
棟
玲
香
さ
ん
)
、
来
賓
の
祝
辞
を
受
け
た
あ
と
、

代
表
し
て
山
本
有
人
さ
ん
が
二
十
歳
の
決
意
を
述
べ
ま

l
υ
h
ι

。
引
き
続
き
、
新
成
人
の
参
加
者
は
記
念
写
真
を
撮
り
、

会
場
を
一
階
大
ホ
ー
ル
に
変
え
て
、
新
成
人
自
ら
企
画
し

た
茶
話
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ひ
さ
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
友
人
、

て
語
り
合
っ
て
い
ま
し
た
。

先
生
と
時
聞
を
忘
れ



--胴E
・
・
問
岨

.1
州
田
町
司
J
A
M圃

み
し
め
て
い
こ
う
と
思
い

V
二
十
歳
に
な
っ
た
か
ら
と
い
つ
も
す
る
け
ど
、
ま
だ
ま
だ
だ

‘

.

理

時

事

歯

ア

歯

固

ま

す

。

て

、

別

に

こ

れ

と

い

っ

て

う

れ

ろ

う

宇

1

ー
。
こ
れ
か
ら
も

た

・
・
圃
・
噌
圃

-
F
i川
口
畠
崎
幽
霊
V
中
学
の
頃
の
夢
と
は
、
か
し
い
わ
け
で
は
な
い
け
ど
、
少
精
進
し
ま
す
。

-

っ

園

周

湖

商

圏

雪

組

閣

圃

唾

?
は
な
れ
た
現
在
や
け
ど
、
し
大
人
に
な

っ
た
気
分
。
成
人

V
夢
を
大
切
に
し
よ
う
o

r

綴

咽

a'両
官

ιa闘
訓
踊
J

白
聞
・
圃

J

を

Eι
幽

民

習

占

目

凶

守
」
れ
か
ら
も
っ
と
も
つ
と
に
な
っ
た
今
日
か
ら
は
、
大
切

て

思
え
ば
、
な
か
な
か
い
い

一

L

M
ホ

圃

削

鴎

脳

伺

諸

賢

噛

穆

臨

幸
せ
に
な
る
よ
う
に
ガ
ン
な
も
の
を
見
つ
け
て
い
こ
う
o

一
一主
だ
っ
た
な
と
思
い
ま
一

，W

ち

ま

占
・
昌
国
哩
圃
圃
広
階
聞
幽

w
E
部
鯉
臨

パ
ル
。
今
年
中
に
は
結
婚
大
切
な
人
、
大
切
な
物
、
大
切
す
。
こ
れ
か
ら
先
、
い
ろ
ん

、

コ

与

し

一

a開
園
周
冠
，

.
E現
払
置
園
面

E

一

一
J
.

知

扮

一
4
4
調
圃
曙
開
極
凶
略
化
姻
澗
働
関
凶

で
き
る
よ
う
に
す
る
。

な
事
、
大
切
な
時
間
:
・
。
大
な
事
が
あ
る
だ
ろ
う
け
ど
、

4
-
の
苅

「
ぷ岨
.
理
組
震
場
一
司
圏
諸
V
自
分
が
二
十
歳
だ
な
ん
て
切
な
も
の
に
か
こ
ま
れ
て
、

幸

そ
の
時
、
そ
の
時
を
私
ら
し

…

」
'

f

じ

ノ
唱
暢
闘
貯
湾

1
2
は

っ

き

り

い

っ

て

信

じ

ら

福

に

な

り

た

い

。

く

生

き

た

い

と

思

い

ま

す

よ

炉

U

改

ニ

M
閉
紺
糊
柄
、;
現
W
誕

れ
ま
せ
ん
。
で
も
二
十
年

V
健
康
っ
て
素
晴
し
い
と
思
う
よ

V
や
っ
と
こ
十
歳
に
な
り
ま
し

…

一

e

孔

を

F
州
凶
融
銅
守
門
1
噌
泊
釘
動
障

問
無
事
に
元
気
で
生
き
て
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
私
た
。
こ
れ
か
ら
も
夢
に
向

ソ'

わ
部

輔
軍
蜘
2
タ

副

圃

一

婦
問
調
関
刷

d
h
q温
圃
・
圃

こ
ら
れ
た
こ
と
は
確
か
で
も

一
歩

大

人

で

す

な

。

か

つ

て

頑

張

り

ま

す

。

‘‘

斗A
U
-

a
u
a凶
哩
・

E
可

4
闘

btvι
闇
圃

-m

，、
l

ゆ

.4国
勘

R
F
M留
島
園
圃
聞

す
。
こ
の
二
十
年
間
、
自

V
今
、
一
番
や
っ
て

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
周
囲
・
司
1
1j

一

…

、

ノ

拍

釘

V
は
た
ち
に
な
り
、
成
人
式
を
迎
分
を
支
え
て
く
れ
て
き
た
人
に
み
た
い
こ
と
は
、

圃

・

・

・

圏

司

川

w
tA
1
j叫

-

h
リ

キJ

。

記

え

る

と

い

う

の

に

ま

だ

ま

だ

子

感

謝

し

ま

し

ょ

う

。

『

一
人
暮
ら
し
』
で

圃
・
・
・

4
同
翫
炉
恥
国
司
am
E
ド
t
山
弘

一

-
E

・5阻箇
回
二
一
y
h
m

・

-
〉

時

比

二

供

だ

な

あ

と

実

感

し

て

い

ま

司

d
回

目

匝

・

・

E
す
。
た
い
へ
ん
な

圃

圃

E
園
町
ぽ
民

W
4岨

』

v.

¥ま
大

す

。

一
歩
で
も
立
派
な
大
人
に

宵
E
』
・
聞
副
副
団

a・
圃
圃
・
・
ヨ

こ
と
は
、
わ
か
っ

圃
・
圃
圃
司

a
a司
訓
川

J
A喝

jaF
-d'E

F
古

川

近

づ

け

る

よ

う

こ

れ

か

ら

努

力

E

・η凶回
関

一

て
る
け
ど
大
人

・

弔

訓

阪

開

J
，
調…

h
v、

で
刊
畑
糊
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
ま
た

圃
・
・
圃

r
E・
・
・
・
・
聞

と
し
て
自
立
し
な

・
・

E

戚
組
副
・
田
可

/

品

ロ

釘

定

川

更

に

今

ま

で

で

き

な

か

っ

た

こ

・

圏

圏

週

置

い
と
い
け
な
い
し
、

圃

広

幅

司

?

出

・
・
悶
綱
陶
幽
斗
直

E
・
・
量
動
い

7尚早凡

-
L草

…

4

自

立

想

と

に

ど

ん

ど

ん

チ

ャ

レ

ン

ジ

も

・

園

田

園

富

士

討

結
婚
す
る
ま
で
に

直

圏

g聞
R
知
和
'
量

一

r

芸
U

し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

0

・
圃
明剥
J
一
達

一
度
は
経
験
し
て

画

F
切
園
開
財
一
三

f

、
指
人
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

・

哩

綱

引

t
i国

お
い
た
方
が
良
い

画

.

，

鼠

姐

咽

路

島

町

選

」

回

リ

成

---z・
岡

田
w

園、

E---E・E
・
閣
制
強
a・
4hJI均
一

-

今

似

新

い

た

し

ま

す

。

-

闘

関

j
i誌

と
思

lo
----回臨
閣
議

5
4

ぽ

V
二
十
歳
と
い
う
の
に
全
く
実
感

・

・

喝

作

品

v
県
外
在
住
は
や
二

圃

・

・

・

闘

訓

凪

3
3…

が
な
い
け
れ
ど
、
こ
れ
か
ら
少

・

田

副

F
ι
J一

均

年
。
自
分
で
は
成

・

・

・

圃

E-Fト

一

し
ず
つ
責
任
と
い
う
も
の
を
か

・

・

園

田
開

a
M

用問
l
」

長
し
た
よ
う
な
気

・

・

・

・

・

・

・

-
E
E
E
-7-



‘自衛隊父兄会

社協ヘ寄付

nメラレポート

12月15日、川内町自衛隊父兄会が

川内町社会福祉協議会を訪れ、文化

祭での自衛隊関連商品の売上金の一

部を寄付しました。
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フランス料理教室砂

12月13日、昨年に引き続き、門

田征吾さん(フランス料理シェフ)

をお招きしてフランス料理教室が

川上農協 2階の調理室で行われま

した。

農協婦人部主催のこの教室には

昨年の倍以上の46名の参加者が集

まり、「身近にある食材で簡単に

できるフランス料理を」と熱心に

メモを取っていました。

-8 

クリスマスツリー&クリスマスパーティー企砂

12月13日、中央公民館の青年学級「遊楽団」がクリス

マスのふんいきを昧わってもらおうと、中央公民館の

壁画にクリスマスツリーをつくり、道ゆく人に楽しん

でもらいました。また、 12月23日には、約40名の参加

者を集めクリスマスパーティーを開催し、若者同志、

楽しいひとときを過ごしました。



nメラレポート E ・E ・-

‘年末少年夜警

12月26日、少年消防クラブ員を中心に

年末夜警が行われました。

町内 3カ所(保免 ・町筋 ・南方)で、

チビッ コ約70名が参加し、 「火の用心、

マッチ 1本火事のもと」 を連呼しなが

ら、消防団員とともに、沿道の民家に防

火を呼びかけました。

第7回元旦健康マラソン大会砂

町内外からの参加者303名を集めて、元旦健

康マラソン大会カず行われました。

今年は、 3km、 5km、10kmの 3コースで行

われ、それぞれ自分にあった走りを楽しんで

いました。

上位入賞者は、次の皆さんです。

クラス別 氏 名 クラス別 1 氏 名 クラス別 氏 名

3 1位 向井裕紀弘 5 
km km 
健 2位 文野裕介 走見兄
康
(男) 3位 向井雅諭紀 (男)

3 1位 高須賀 キ宇 5 
km km 
健 2位 田中路子 貫主
康 走
(女) 3位 太田 さ ち (女)

-9 

1位

2位

3 イ立

1位

2位

3位

一宮大倫 10 
km 

1位 山 口 昌司て卓

岡 田幸夫 競走 2位 高須賀 靖

酒井博之 (男) 3位 丹 秀明

永野織子 10 1位 岩田千夏
km 

萩原貴美子 競
走

2位 西田和代

水沼純子 (女) 3位 川 上 小 百 合

‘三世代交流会

1月7日、三世代交流会が中央公民館

大ホールで行われました。

老人クラブ、婦人会、小学生混成チー

ムによる対抗ゲーム、お楽しみ抽選会で

盛り上がった後、ふれあい花の会のご協

力により、七草粥が参加者にふるまわれ

ました。



• みんなの広場

わが家①愛ド/ι
満 1i設を迎えられる赤ちゃんの写真とコメン卜を募集しま

す。コメントには名前、住所、生年月日、赤ちゃんを紹介する

簡単な言葉をそえて誕生日の前月末までに役場総務課広報係

まで送ってください。

ん

世
や

剖

ち

月

な
本
示
け

力日

(西古市)

梅崎

やんちゃ盛りの

プクプクちゃんです。

j麓
-
歳
で
す
/
よ
ろ
し
く

ん

世
や

出

ち

月

ゅ
白
け

ま麻

向)

桑原

(道

いつもとびっきりの笑顔をふリ

まいてくれます。

誰からも愛される優しい女の子

になってね。

(父、母より)

pー
を示

、E

・・・・・・
‘E

・E

・-
盲
目
，
F

(父、母より)

正
月
や
実
を
紅
に
庭
の
水
々

高
須
賀
斎
江

こ
れ
か
ら
、
が
我
が
世
の
春
や
事
始

め

井

下

史

輪
飾
リ
や
ね
む
ご
ろ
磨
く
老
人
車

高
須
賀
茅
花

L
き
た
リ
の
薄
れ
ゆ
く
世
ゃ
な
ず

な

妨

戒

能

芙

沙

大
学
を
目
指
す
灯
や
除
夜
の
鐘

近

藤

千

春

野
の
道
を
遠
廻
リ
し
て
、
初
日
昔
話

熊

田

慶

七
草
を
祝
ふ
一
家
の
是
な
し

小

倉

静

波

初
夢
を
見
ん
ど
枕
を
正

L
け
リ

池

川

水

穂

ハU
1
E
A
 

内

ロふ.， 

ネ土

ー
一
月
例
会
蝿
ぷ
〈
口
選
j

日
一
句
も
の
せ
ん
願
ひ
初
日
記

宮

内

竹

仏

新
ら
し
き
三
つ
鍬
の
柄
や
鍬
始
め

菅

野

斗

湯

初
夢
や
甫
へ
北
へ
気
ま
、
抜

高

瀬

照

幸

た
ピ
た
ピ
し
故
郊
の
梗
リ
や
福
寿
草

楠

治

子

、
初
夢
や
煩
悩
未
だ
枯
れ
切
れ
ず

池

川

鯛

谷
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ふ
る
さ
と
塾
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ノ
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一

ワ
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ピ

ω

ト
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ジ
ャ
ン
ボ
門
松

みんなの広場

滑
川
に
出
現

こ
の
ジ
ャ
ン

ボ
門
松
に
は
、

「
賀
正
お
か
え

り
な
さ
い
」
の

横
断
幕
も
取
り

つ
げ
ら
れ
て
お

り
、
正
月
に
帰

省
す
る
人
の
た

め
に
設
け
ら
れ

た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。こ

れ
は
、
滑

川
ふ
る
さ
と
塾

の
メ
ン
バ
ー
七

名
が
、
十
二
月

二
十
三
日
、
二

十
四
日
の
二
日
聞
か
け
て
製
作
し

た
も
の
で
す
。
門
松
づ
く
り
は
初

め
て
と
い
う
人
ば
か
り
で
、
材
料

集
め
か
ら
製
作
ま
で
、
見
ょ
う
見

ま
ね
、
試
行
錯
誤
の
連
続
で
苦
労

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
ジ
ャ
ン
ボ
門
松
は
、

四
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、
設
置
す
る

の
に
も
一
苦
労
で
、
お
ま
け
に
、

雪
の
ふ
る
な
か
の
作
業
と
な
り
、

ず
い
ぶ
ん
と
重
労
働
と
な
り
ま
し

た
。

苦
労
の
か
い
も
あ
り
、
こ
の

ジ
ャ
ン
ボ
門
松
と
歓
迎
横
断
幕
の

演
出
は
、
正
月
帰
省
さ
れ
た
人
に

好
評
で
、
中
に
は
涙
す
る
人
も
い

た
と
か
。

川
柳
も
づ
く
吟
社

ー
+
二
月
例
会
喜
撰
亭
選
j

勇
退
の
男
読
書
に
明
け
て
暮
れ

渡
部
佐
え
良

午
前
様
下
手
に
つ
く
嘘
昼
に
ば
れ

田
野
岡
田
州

古
井
戸
に
住
み
つ
く
蛙
水
す
ま
し

都
築
畳
貴
子

不
況
風
勇
退
と
い
う
払
い
箱

佐
々
木
胡
舟

次
期
選
挙
に
ら
み
ひ
た
す
ら
水
面

下

平

岡

深

舟

下
位
打
線
当
っ
て
野
球
感
リ
上
が

る

田

中

若

峯

節
水
へ
値
上
げ
話
の
タ
イ
ミ
ン
グ

高

岡

紫

温

減
量
に
何
時
時
も
苦
労
の
皮
下
脂
肪

篠
森
美
昼
里

ひ
き
一
認
す
勇
気
、
が
救
う
冬
の
中

山
本
ひ
ろ
志

湧
水
へ
一
息
つ
い
た
山
歩
き

今

井

斎

水

年
も
押
し
つ
ま
っ
た
十
二
月
三

十
日
、
う
っ
す
ら
と
雪
化
粧
し
た

滑
川
を
ゆ
く
と
、
ち
ょ
う
ど
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
の
と
こ
ろ
に

ジ
ャ
ン
ボ
門
松
が
道
の
両
側
に
置

か
れ
て
い
ま
し
た
。

水
加
減
祖
母
は
や
っ
ぱ
リ
指
の
ふ

L

I

山
本
紫
芳

好
き
で
す
と
言
え
る
勇
気
の
ほ
し

い

特

高

瀬

喜

撰

亭

文
化
祭
投
句
箱
よ
り

知
リ
人
の
名
に
逢
う
嬉

L
さ
丈
化

祭

投

句

岩

不

明

あ
さ
の
な
か
と
ん
ぼ
が
ど
ん
で
ひ

が
く
れ
る

西
谷
小

年

白
戸
ゆ
か
リ

接題室中i a 
害民事主 き
忘事童z車 霊内
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同和教育

み
ん
な
の
幸
せ
を

願
っ
て

町
民
意
識
調
査
よ
り

皆
様
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
激
動
の
年
で
し
た
が
、

本
年
は
ど
う
か
平
穏
で
輝
か
し
い

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

今
月
号
も
ま
た
町
民
意
識
調
査

よ
り
、
川
内
町
に
お
け
る
同
和
教

育
推
進
に
つ
い
て
、
町
民
の
皆
さ

ん
が
、
ど
の
よ
う
に
理
解
し
、
受
け

止
め
自
分
の
問
題
と
し
て
取
り
組

ん
で
き
た
か
問
9
か
ら
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

間
9

あ
な
た
は
、
差
別
を
な
く

す
る
た
め
に
は
、
ど
う
す
れ
ば

よ
い
と
思
い
ま
す
か
。

政
σ〉
責
f壬

去歳

三代量

二主 歳

口代震

主上歳

考
え
て
な
い
一
五
・
主
一
入
一一千七一子口
一八・
=一一五人

そ
の
5

日 そ 守二

常 'コ
d習i'!: 

生 と
t舌 す

る

プ口て
代歳ロ

亡=コ /、 プ"
ヨ-toヨL

プ" 三... 代蚕
ノ戸、 /、

歪 C二コ l"I(:g 
ぺ= プL cコ 歳

歪 Eヨ /、 代言
-to 

Eロ3ヨ
ミ三 = 以吾

三三 プて /、 上歳
ZCE コ 一-I Ii. 計

プ" I .r、

結
果
の
考
察

ω差
別
を
な
く
す
る
た
め
に
「

一

人
一
人
が
日
常
生
活
の
中
で
努

力
す
る
」
と
、
個
人
の
責
任
で

解
決
し
よ
う
と
す
る
人
が
、
全

体
の
五

0
・
二
%
を
占
め
て
い

る。
こ
れ
を
年
代
別
に
み
る
と
、

二
O
歳
代
が
六
O
%
で
最
も
高

く
、
年
代
が
上
が
る
に
つ
れ
て

そ
の
割
合
は
低
く
な
っ
て
い
る
。

凶
「
そ
っ
と
し
て
お
け
ば
自
然
に

な
く
な
る
」
と
い
う
消
極
的
な

人
が
、
全
体
の
つ
二
・
九
%
を

占
め
、
そ
の
割
合
は
、
一
九
九

二
年
(
平
成
四
年
)

・
一
九
七

九
年
(
昭
和
五
四
年
)
の
い
ず

れ
の
調
査
よ
り
も
高
く
な
っ
て

い
る
。
ま
た
男
女
別
で
は
男
性

の
方
が
高
く
、
年
代
別
で
は
五

o
l六
O
歳
以
上
の
高
齢
者
の

方
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
「
寝
た
子
を
起
こ
す
な
」

論
が
、
川
内
町
の
同
和
教
育
推

進
上
の
問
題
点
で
あ
り
、
今
後

取
り
組
む
べ
き
重
要
な
課
題
で

あ
る
。

問
叩
川
内
町
の
同
和
問
題
に
対

す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
あ

な
た
は
ど
う
思
い
ま
す
か
。

和同 会各 ど広 地 和同

種体団
の報 区

立す 啓「 耳リ 教

策事業
発か 懇 研育
動活わう 談4耳5、よ 町Y六bY 

る ち
d大:<入ミ~!f 

」

f事 な

ノ、 プ2日 フ‘て プて ぺニZ とも
C二3 区ヨ プし プ" 三三 つ

ペ区ヨ= き 三三五三 4区ヨ二三 ー立己ヨ 現

is -to 区ヨ プミZ 4犬

/、、 -to = Eヨ 立ヨ まそ
/、 ぺ二= フ-可 でう

結
果
の
考
察

川
各
項
目
と
も
「
現
状
で
よ
い
」

が
最
も
多
い
が
、
「
そ
う
ま
で

や
ら
な
く
て
も
よ
い
」
と
い
う

消
極
的
な
意
見
も
多
い
。

凶
各
聞
に
共
通
し
て
、
二
O
歳
代

は
他
の
年
代
に
比
べ
「
も
っ
と

や
る
べ
き
だ
」
と
い
う
前
向
き

の
姿
勢
が
見
ら
れ
る
が
、
六
O

歳
以
上
で
は
、
あ
ま
り
見
ら
れ

な
し

同
以
上
の
設
問
に
対
し
て
、
回
答

者
一
人

一
人
が
「
川
内
町
の
同

和
教
育
に
対
す
る
取
り
組
み
」

を
ど
れ
だ
け
正
し
く
理
解
し
て

答
え
て
い
る
か
が
、
や
や
疑
問

で
あ
る
。

問
日
あ
な
た
は
、
今
ま
で
に
同

和
問
題
に
つ
い
て
、
学
習
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

な あ
し当 る

プ4コL 代 5

プ"
歳

プ"
Cr二、コ 代己. 
-t; 歳

d/u 、 代唇
プも 歳

区ヨ
ヨ/、王 代き. 
-t; 歳

主主 フ立可ヨ 以 6. 
-t; 上歳

-ペuニZ

-t; 

結
果
の
考
察

ω
「
同
和
問
題
学
習
の
経
験
が
あ

る
」
と
答
え
た
人
は
、
全
体
の

七
七
・
三
%
で
あ
る
。

こ
れ
を
年
代
別
に
み
る
と
、

二
O
歳
代
で
は
九
七
%
と
高
い

が
、
高
年
齢
に
な
る
と
低
く
な

り
、
六
O
歳
以
上
で
は
六
四

・

七
%
で
あ
る
。

凶
二
O
歳
代
の
学
習
率
が
高
い
の

は
、
問
3
の
「
同
和
問
題
を
知
っ

た
き
っ
か
け
」
を
見
て
も
分
か

る
よ
う
に
、
学
校
教
育
の
中
に

こ
の
問
題
が
位
置
付
け
ら
れ
正

規
の
授
業
の
中
で
取
り
扱
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
と
考
え

ら
れ
る
。

川
六
O
歳
以
上
の
人
の
学
習
率
が

低
い
の
は
、
こ
の
年
代
の
人
達

は
、
終
戦
ま
で
同
和
教
育
を
受

け
な
か
っ
た
う
え
、
戦
後
も
学

習
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
な
か
っ

た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

今
月
も
町
民
意
識
調
査
に
寄
せ

ら
れ
た
感
想

・
意
見
の
中
か
ら
一

題
掲
載
い
た
し
ま
す
。

-R「
ね
た
み
意
識
」

同
和
地
区
に
対
す
る
同
和
対
策

事
業
と
か
税
務
関
係
等
か
ら
み
る

と
、
一
般
の
地
区
に
比
べ
優
遇
さ

れ
て
お
り
、
逆
差
別
も
見
ら
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
、
っ
か
?
そ
の

点
の
改
善
が
な
け
れ
ば
、
同
和
問

題
は
解
決
し
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
「
対
策
事
業
に
対

す
る
ね
た
み
意
識
」
を
持
つ
方
も

お
ら
れ
る
が
、
な
ぜ
こ
の
対
策
事

業
が
法
で
決
め
ら
れ
た
の
か
、
研

究
会
等
に
参
加
し
学
習
し
て
も
ら

う
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

つ臼



|健|康|づ|く|り|
朝ごはん

編『食べることいろいろ」

これを食べると頭が良くなる。…という魔法の食べ物があれ

ばいいですね。でも、きちんと食事をして脳をしっかり働かせ

たほうがいいかもしれませんよ。

朝
ご
は
ん
を
食
べ
よ
う
1

今
年
も
受
験
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。
正
月
休
み
も
返
上

で
受
験
勉
強
に
励
ん
で
い
ま
し
た

か
。
こ
れ
か
ら
追
い
込
み
の
時
期

に
は
い
っ
て
、
夜
お
そ
く
ま
で
勉

強
す
る
こ
と
も
多
く
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
、
朝
ご

は
ん
と
脳
の
働
き
に
つ
い
て
で
す
。

あ
る
全
寮
制
の
大
学
で
朝
食
を

食
べ
る
人
と
食
べ
な
い
人
の
成
績

を
比
べ
る
と
四

・
二
点
(
問
点
満

点
)
食
べ
る
人
の
方
が
良
い
と
い

う
結
果
が
出
ま
し
た
。
こ
の
テ
ス

ト
の
後
か
ら
朝
食
を
食
べ
る
よ
う

に
し
た
人
は
成
績
が
上
が
っ
た
そ

う
で
す
。
ま
た
、
覚
え
て
い
る
こ

と
を
思
い
出
す
の
も
朝
食
を
食
べ

て
い
る
人
の
ほ
う
が
早
い
と
い
う

結
果
も
で
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
朝

食
を
食
べ
て
い
な
い
の
で
、
脳
が

十
分
働
い
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。脳

は
ブ
ド
ウ
糖
を
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ブ
ド
ウ

糖
は
ご
飯
、
パ
ン
、
め
ん
類
な
ど

の
糖
質
(
炭
水
化
物
)
や
砂
糖
類

を
体
の
中
で
分
解
し
て
作
り
ま

す
。
そ
の
後
、
肝
臓
に
蓄
え
て
お

き
ま
す
が
、
肝
臓
に
蓄
え
た
分
は

数
時
間
で
使
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

朝
食
を
食
べ
な
い
人
の
脳
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
不
足
で
十
分
働
け
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。
朝
食
を
き
ち

ん
と
食
べ
て
脳
も
体
も
働
け
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

朝
食
を
食
べ
よ
う
と
し
て
も

目
が
覚
め
た
ば
か
り
で
は
消
化
器

官
も
十
分
働
い
て
い
な
い
の
で
、

食
欲
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
う
し
て
も
食
べ
ら
れ
な
い
と
き

は
、
砂
糖
を
入
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
か

紅
茶
を
飲
む
だ
け
で
も
、
砂
糖
は

体
の
な
か
で
ブ
ド
ウ
糖
に
変
わ
る

の
で
効
果
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

食
事
を
糖
分
の
入
っ
た
飲
み
物
で

済
ま
す
こ
と
は
糖
分
の
と
り
す
ぎ

で
血
糖
値
を
急
に
あ
げ
た
り
、
中

性
脂
肪
を
上
げ
た
り
、
肥
満
の
原

因
と
な
っ
た
り
、
と
体
に
悪
い
こ

と
も
あ
る
の
で
毎
日
続
け
る
こ
と

は
お
勧
め
で
き
ま
せ
ん
。
朝
食
を

食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
夕
食
を
夜
八

時
ま
で
に
食
べ
、
夜
食
は
控
え
ま

し
ょ
う
。
目
が
覚
め
て
か
ら
少
し

時
間
を
お
く
と
食
欲
も
で
で
き
ま

す。
朝
食
で
は
主
食
に
パ
ン
か
ご
は

ん
、
そ
れ
に
加
え
て
干
ネ
ル
ギ
ー

を
効
率
良
く
利
用
す
る
た
め
の
ビ

タ
ミ
ン
類
を
と
る
た
め
に
野
菜
、

果
物
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。
脳
は
ブ

ド
ウ
糖
に
加
え
て
ア
ミ
ノ
酸
も
利

用
し
ま
す
の
で
ア
ミ
ノ
酸
の
も
と

に
な
る
タ
ン
パ
ク
質
も
少
し
あ
る

と
い
い
で
し
ょ
う
。
下
に
冬
の
朝

食
に
よ
い
お
か
ず
を
一
つ
紹
介
し

ま
す
の
で
お
試
し
く
だ
さ
い
。

体
も
使
わ
な
い
と
衰
え
る
よ
う

に
脳
も
使
わ
な
い
と
だ
ん
だ
ん
衰

え
て
き
ま
す
。
本
や
新
聞
を
読
ん

だ
り
、
文
章
を
書
い
た
り
、
話
し

た
り
す
る
人
は
老
人
性
痴
呆
症
に

な
り
に
く
い
と
も
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
脳
の
働
き
を
支
え
る
食
事
を

き
ち
ん
と
し
て
脳
の
健
康
も
守
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ー
I
J

分人8a. ユチ、ン味風字
、み

。 1909 サケ(水煮缶)

じゃがいも………- ・…・… 1個

1/2個ぎね玉

(前日)
じゃが芋…...・ H ・.....・H ・-・…………一口大に切って水にさらす。

玉ねぎ…………………...・H ・.....・H ・.....・H ・..……………薄切り 。

ブロッコリー...・H ・.....・H ・.....・H ・..………...・H ・..小房に分ける。

しめじ……...・ H ・.....・H ・..…………………… 食べやすくほぐす。

生わかめ...・ H ・H ・H ・..…………………………… 食べやすく切る。

鍋にだし汁をいれて、じゃが芋と玉ねぎを入れて柔らかく煮る。

(当日)

鍋を火にかけ、みそを溶きいれる。残りの材料を加えてひと煮

する。
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牛乳・・……・………… 2力ツブ

しめじ………………… 1パック
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祉
協
議
会

f
よ
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
協
議
会
の
活
動

口
給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ロ
月
1
日
給
食
サ
ー
ビ
ス
必
食

(
水
田
操
7
名
)

給
食
サ
ー
ビ
ス
叫
食

(
黒
川
七
重
7
名
)

給
食
サ
ー
ビ
ス
必
食

(
渡
部
忠
子
7
名
)

給
食
サ
ー
ビ
ス
訂
食

(
渡
部
二
三
子
5
名
)

給
食
サ
ー
ビ
ス
位
食

(
水
田
操
5
名
)

ロ
月
8
日

ロ
月
日
日

ロ
月
辺
白

1
月
5
日

口
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ロ
月
ロ
白
老
人
訪
問
健
康
チ
エ

ッ
ク

(
小
安
ヤ
ス
子
2
名
)

老
人
訪
問
健
康
チ
ェ

ッ
ク

(
高
石
ミ
ヤ
子
2
名
)

1
月
9
日

)
内
は
代
表
者
及
び
参
加
人
員

12口
月と
5 も
日し

び
~上、=ゴ/ヘ 4、、.6.

護<.意婆 3奈
辛ホ Tララ

ー l 之吋ヤン
心、 ムこ荘テ
1 雑 τ枕イ

A EA縫ア
~ 取呈 ~ しミ

ロ
月
ロ
日

口
理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ロ
月
4
日
独
居
老
人
宅
散
髪
慰

臼
汁
H
J
n
h
U
7

コ

臼
ド
1
1
A
4

(
渡
部
キ
ミ
エ

9
名
)

12 口
月 テそ
20 イば
日アの

実

〆ノ

教
室
ボ
フ
ノ

独
居
・
寝
た
き
り
老

人
へ
パ
ン
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
叩
個

(
田
中
や
よ
い
日
名
)

トピックス

独居老人友の会が

健康センターヘ

⑧のブレゼント

ス
に

容
器
を
導
入

十
二
ー
月
十
五
日
の
給
食
サ
ー
ビ

ス
よ
り
、
従
来
の
幕
ノ
内
型
式
の

弁
当
箱
か
ら
、
保
温
の
効
く
容
器

に
変
更
を
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
役
員
さ
ん
と
視
察
研
修
に
行

き
、
で
き
た
て
の
温
か
い
ま
ま
を

お
届
け
す
る
こ
と
が
、
真
心
の
こ

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
た
び
初
春
の
役
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
「
独
居
老

人
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
皆
様
の
ご

厚
意
に
甘
え
て
ば
か
り
で
よ
い
も

の
で
あ
ろ
う
か
」
と
い
う
意
見
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
相
談
の
結
果
、
健
康
セ

ン
タ
ー
玄
関
先
へ
花
の
座
を
設
け
、

家
庭
に
咲
く
四
季
折
々
の
花
を
活

け
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

せ
め
て
私
た
ち
が
、
花
に
こ
め

た
感
謝
の
気
持
ち
が
皆
様
へ
伝
わ

も
っ
た
行
き
届
い
た
サ
ー
ビ
ス
で

は
な
い
か
と
痛
感
さ
せ
ら
れ
実
施

に
い
た
り
ま
し
た
。

今
後
も
真
心
の
あ
る
サ
ー
ビ
ス

を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
皆
様
方
の
ご
指

導
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

-14 

れ
ば
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。本

年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

独
居
老
人
友
の
会

会

長

菅

野

菖

寿

美

外
会
員
一
同
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皆
様
お
そ
ろ
い
で
新
春
を
寿
ぎ

佳
き
お
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
七
年
は
阪
神
大
震
災
に
始

ま
り
、
オ
ウ
ム
真
理
教
の
恐
ろ
し

い
数
々
、
銀
行
の
倒
産
等
々
と
、

実
に
多
難
な
年
で
し
た
。

今
年
こ
そ
平
穏
で
心
休
ま
る
年

で
あ
り
ま
す
様
祈
り
上
げ
ま
す
。

私
達
は
今
年
も
自
分
を
磨
き
、

明
る
い
家
庭
と
好
ま
し
い
地
域
づ

く
り
に
励
も
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
町
内
の
女
性
が
手
を
取
り

合
っ
て
青
少
年
、
高
齢
化
、
環
境

問
題
等
々
に
、
女
性
特
有
の
細
や

か
な
心
づ
か
い
で
地
域
を
見
つ

め
、
仲
良
く
助
け
合
っ
て
い
き
ま

し
よ
う
。
皆
さ
ん
の
お
声
を
沢
山

お
聞
か
せ
下
さ
い
。
婦
人
会
活
動

に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

お
せ
ち
料
理

伝
統
的
な
「
お
せ
ち
料
理
」
で

す
。
主
婦
の
腕
を
ふ
る
い
、
そ
れ

ぞ
れ
の
家
独
特
の
彩
を
添
え
、
愛

情
細
や
か
な
料
理
が
テ
ー
ブ
ル
を

飾
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

時
代
が
推
移
し
て
も
、
お
せ
ち

料
理
の
顔
ぶ
れ
は
余
り
変
わ
っ
て

い
な
い
よ
う
で
す
。
用
い
ら
れ
た

そ
の
食
品
に
は
、
幸
せ
を
願
う
由

来
の
数
々
が
祈
り
と
な
り
、
私
達

の
心
に
根
づ
い
て
い
る
か
ら
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

お
腹
に
入
っ
た
そ
れ
ら
の
食
品

の
由
来
を
も
う
一
度
考
え
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

黒

豆新
し
い
年
も
マ
メ
(
達
者
)
で

よ
く
働
け
る
様
に
、
つ
ま
り
健
康

で
あ
る
こ
と
を
願
う
も
の

お
多
福
豆

豆
も
形
が
お
多
福
に
似
て
い
る

こ
と
か
ら
、
新
し
い
年
も
福
を
多

く
呼
び
、
家
庭
円
満
を
願
う
も
の

毘
布
巻

子
生
婦
と
書
き
、
よ
ろ
こ
ぶ
(
喜

ぶ
)
に
も
通
じ
る
ほ
か
、
日
比
布
の

古
名
(
ひ
ろ
め
)
か
ら
名
を
広
め

る
と
い
う
縁
起
も
あ
る
。

田
作
(
ご
ま
め
)

か
た
く
ち
い
わ
し
を
干
し
た
も

の
で
小
さ
く
て
も
尾
頭
付
き
。
肥

料
と
し
て
田
ん
ぼ
づ
く
り
に
一
役

買
っ
て
い
た
た
め
、
こ
の
呼
び
方

が
あ
る
。
ま
た
、
ご
ま
め
(
五
万
米
)

と
も
言
い
五
穀
豊
穣
を
願
う
も
の
。

海

老腰
が
曲
が
る
ま
で
長
生
き
す
る

よ
う
に
と
い
う
不
老
長
寿
の
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

数
の
子

ア
イ
ヌ
語
で
、
ニ
シ
ン
を
さ
す

(
カ
ド
)
が
な
ま
っ
た
も
の
。
二

親
に
つ
な
が
り
多
産
、
子
孫
繁
栄

の
象
徴
。

き
ん
と
ん

「
金
団
」
と
書
き
、
財
産
と
富

の
象
徴
。
新
年
に
は
、
財
宝
に
恵

ま
れ
ま
す
様
に
と
の
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
。

竹
の
子

し
っ
か
り
と
大
地
に
根
を
張

り
、
す
く
す
く
と
成
長
す
る
様
に

願、っ。

牛

若

月
家
の
基
礎
が
地
の
底
ま
で
堅
固

で
あ
る
こ
と
を
祈
る
と
と
も
に
、

細
く
長
く
っ
つ
ま
し
く
人
生
を
過

ご
す
と
の
誓
い
を
表
し
て
い
る
。

れ
ん
こ
ん

泥
の
中
で
も
汚
れ
に
染
ま
ら
ず

清
純
な
気
持
ち
で
あ
る
様
に
。
ま

た
穴
の
多
い
こ
と
か
ら
、
先
を
見

通
せ
る
人
に
な
る
様
に
と
の
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

く
わ
い

上
部
に
芽
が
出
て
い
る
の
で
、

「
芽
が
出
る
」
「
め
で
た
い
」
な
ど

と
縁
起
の
良
い
物
と
し
て
用
い
ら

れ
る
。

以
上

古
代
の
人
々
の
祈
り
と
願
い
が

今
の
世
に
も
ち
ゃ
ん
と
受
け
継
が

れ
て
い
る
の
で
す
。

私
達
は
新
し
さ
と
古
さ
を
上
手

に
生
か
し
て
、
お
せ
ち
科
理
だ
け

に
限
ら
ず
毎
日
の
生
活
を
良
き
に

築
き
あ
げ
た
い
も
の
で
す
。

こ
う
考
え
る
と
二
十
才
代
か
ら

八
十
才
代
ま
で
入
会
し
て
下
さ
っ

て
い
る
婦
人
会
は
、
全
く
理
想
的

と
い
え
ま
す
。

自
分
と
同
じ
世
代
だ
け
で
、
あ

る
い
は
同
じ
趣
味
だ
け
の
輪
に
止

ま
る
こ
と
な
く
、
老
い
も
若
き
も

が
一
緒
に
な
り
、
教
え
た
り
教
え

ら
れ
た
り
し
な
が
ら
、
地
域
に
生

き
た
い
も
の
で
す
。
こ
れ
が
婦
人

会
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

地
域
の
人
が
手
を
つ
な
ぎ
、
平

成
八
年
を
安
ら
か
な
年
に
い
た
し

キ
ナ
し
ょ
、
つ
。

桜
学
級
町
外
研
修
(
官
同
知
方
面
)

二
月
十
八
日
制
八
時
出
発

今
回
は
桜
学
級
の
精
勤
者
で
研

修
し
ま
す
。
そ
の
方
に
は
、
は
が

き
で
ご
案
内
致
し
ま
す
。

ボ
カ
シ
作
り
(
M
M
U
)
の
販
売
.

二
月
二
十
五
日
間
午
後
二
時
よ
り

中
央
公
民
館
三
階
、
学
習
室
に
て

川
内
町
婦
人
会

F
h
d
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福

祉

成
人
に
な
っ
た
皆
さ
ん

国
民
年
金
加
入
で

二
十
歳
の
ス
タ
ー
ト

一
月
十
五
日
は
成
人
の
日
、
大

人
の
仲
間
入
り
を
さ
れ
る
皆
さ
ん

成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、
二
十
歳
に
な
っ
て

何
か
ら
始
め
ら
れ
ま
す
か
。

晴
れ
て
大
人
の
仲
間
入
り
を
さ

れ
た
皆
さ
ん
に
は
、
選
挙
権
な
ど -・圃・・・・・・・圃・・・・・

様
々
な
権
利
と
と
も
に
義
務
も
生

じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
国
民
年
金
の
加
入
も

そ
の

一
つ
で
す
。
二
十
歳
と
同
時

に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
も
大
切
な
義
務
で
す
。

国
民
年
金
は
皆
さ
ん
を
中
心
に

若
い
世
代
が
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
お
年
寄
り
の
年
金

を
支
え
、
ま
た
皆
さ
ん
の
老
後
の

所
得
保
障
だ
け
で
な
く
、
万

一
の

事
故

・
病
気
に
対
し
て
も
安
心
し

て
生
活
で
き
る
制
度
で
す
。

二
十
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
皆

さ
ん
は
「
年
金
な
ん
て
遠
い
将
来

の
こ
と
:
・
」
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ

う
が
、
ち
ょ
っ
と
考
え
て
く
だ
さ

、ν
人
は
だ
れ
で
も
年
を
と
り
ま
す
。

も
し
、
年
金
を
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
。

将
来
を
生
き
が
い
の
あ
る
豊
か

な
も
の
に
す
る
た
め
に
『
備
え
あ

れ
ば
憂
い
な
し
』
の
と
お
り
、
そ

の
時
に
な
っ
て
慌
て
ぬ
よ
う
に
若

い
時
か
ら
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

二
十
歳
に
な
っ
た
あ
な
た
、
今

す
ぐ
住
所
地
の
市
町
村
役
場
で
国

民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

-・・・圃圃・・・・・・・・・

国

保

V
国
保
と
交
通
事
故

交
通
事
故
の
よ
う
に
第
三
者
の

行
為
に
よ
っ
て
け
が
を
し
た
場

合
、
原
則
と
し
て
医
療
費
は
加
害

者
が
負
担
す
べ
き
も
の
で
す
。
国

保
を
使
っ
て
治
療
を
受
け
た
と
き

は
、
国
保
が
一
時
立
替
え
、
あ
と

で
加
害
者
か
ら
返
し
て
も
ら
う
と

い
う
こ
と
で
す
。
た
だ
、
加
害
者

か
ら
治
療
費
を
受
け
取
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
と
、
国
保
が
使
え
な

い
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
か

ら
、
国
保
へ
は
必
ず
届
け
出
て
、

必
要
な
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
役
場
福
祉
課
ま
で

-圃・・・・・・・・

園田・・・・・・・・・・・・・

募

集

女
性
再
就
職
準
備

支
援
集
団
セ
ミ
ナ
ー

2
月
四
日
聞
か
ら
2
月

お
日
凶
明
日
時
!
日
時

口
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容

「
」
旬
H
司
剖

「
L
剣
持
筒
M
HI~ 午前の部 午後の部

(10: 00~12: 00) (13 : 00~15: 00) 

2/19 開講式、オリエンテーション パネルデイスカッション

女性のキャリアアップ 再就職体験&アドバイス

2/20 職場のマナーとエチケット 働くときの税金と保険

2/21 ワープロ 1 日体験

2/22 働く女性をめぐる法律&制度 企業訪問

2/23 女性の職場主求人情報 あなたの適職診断

口
定
員
別
名
(
受
講
料
無
料
)

口
申
込
締
切

2
月
9
日
幽

口
申
込
方
法
直
接
セ
ン
タ
ー
へ

申
し
込
む
か
ハ
ガ
キ
に
住
所

・ -・・・・・・・・・・圃・・・

口
募
集
対
象

選
科
履
修
生
(
一
年
コ

l
ス
)

科
目
履
修
生
(
半
年
コ

l
ス
)

口
出
願
受
付

平
成
7
年
ロ
月
日
日
幽
か
ら

平
成
8
年
2
月
日
日
同
ま
で

口
内
容

・
放
送
(
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
)

を
利
用
し
た
新
し
い
学
習
シ

ス
テ
ム

・
多
彩
な
教
授
陣
、

3
0
0
科

目
を
超
え
る
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
あ
る
学
習
科
目

・
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ

れ
で
も
学
べ
る
生
涯
学
習

(
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
)

口
問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
大
学
内
放
送
大
学
愛
媛

地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で

8
9
2
3
・
8
5
4
4

氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号
を
記

入
の
上
、
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

口
問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

8
9
2
3
・
2
2
0
1

p
h
v
 

句
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ム
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v
『手
づ
く
り
農
業
」

を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

自
然
豊
か
な
山
里
で
、
あ
な
た

も
『
手
づ
く
り
農
業
』
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

田
植
え
、
稲
刈
り
、
お
も
ち
つ

き
な
ど
の
体
験
を
し
た
い
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

素
人
の
方
、
グ
ル
ー
プ

・
サ
ー

ク
ル
で
参
加
の
方
、
大
歓
迎
で
す
。

~~ 口
勤白井間
務内い
先宅愛合
'-' '-'桜わ
9 9 会せ
6 6 事先
6 6 務

局
2 5 河
2 8 端
2 8 ま
2 9 で

色ーーそ、

ん
c; 
で
す
力、

V
国
の
教
育
口
|
ン

手づくり農業を体験してみませんか

①
国
民
金
融
公
庫
の
場
合

-
融
資
額

1
5
0
万
円
以
内
(
学
生

・

生
徒
一
人
に
つ
き
)

・
利

率

年
3

・
2
5
%
(
平
成

7
年

日
月
刊
日
現
在
固
定
金
利
)

.
返
済
期
間

8
年
以
内

・
据
置
期
間

在
学
期
間
以
内
で
元
金
据
置

可
能
(
た
だ
し
、
最
長
4
年
)
一

・
問
い
合
わ
せ
先

国
民
金
融
公
庫
松
山
支
庖

E
9
4
1
・
6
1
4
8

②
年
金
教
育
資
金
の
場
合

・
融
資
額

1
0
0
万
円
以
内
(
厚
生
年

金
保
険
加
入
中
の
方
)

5
0
万
円
以
内
(
国
民
年
金

加
入
中
の
方
)

※
い
ず
れ
も
学
生

・
生
徒
一

人
の
融
資
額
で
す

-
利

率
年
3

・
2
5
%
(
平
成

7
年

日
月
日
日
現
在
)

・
返
済
期
間

8
年
以
内

.
据
置
期
間

在
学
期
間
内
で
最
長
4
年

.
問
い
合
わ
せ
先

佃
愛
媛
県
年
金
福
祉
協
会

8
9
4
1

・
7
6
6
7

v中
高
年
齢
労
働
者

等
受
講
奨
励
金

一雇
用
促
進
事
業
団
で
は
、
中
高

年
の
労
働
者
の
方
が
自
己
啓
発
を

士
心
さ
れ
た
り
、
資
格
を
得
ょ
う
と

さ
れ
た
り
す
る
場
合
に
、
講
座
受

講
の
経
費
の
半
額
を
助
成
す
る
制

度
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

口
助
成
対
象
講
座

社
会
保
険
労
務
士
、簿
記
検
定
、

宅
建
、
英
検
、
造
園
施
工
管
理
技

師
、
電
気
工
事
士
な
ど
の
約
1
8

0
0
コ
l
ス

口
対
象

川
町
歳
以
上
の
雇
用
保
険
被
保
険

者
で
助
成
対
象
講
座
を
受
講
修
了

さ
れ
た
方

口
助
成
額

入
学
料
、
受
講
料
の
合
計
額
の

2
分
の

1

(
叩
万
円
を
限
度
)

口
問
い
合
わ
せ
先

雇
用
促
進
事
業
団
愛
媛
雇
用
促

進
セ
ン
タ
ー

8
9
4
7
・
6
6
7
7

V
雇
用
促
進
住
宅

雇
用
促
進
事
業
団
で
は
、
ハ

ロ
l
ワ
l
ク
(
公
共
職
業
安
定
所
)

の
紹
介
な
ど
に
よ
っ
て
就
職
し
、

ご
家
族
と
一
緒
に
住
居
を
移
転
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
な
ど
に
対

し
て
、
他
の
適
当
な
住
宅
が
見
つ

か
る
ま
で
の
問
、

一
時
的
に
お
貸

し
す
る
雇
用
促
進
住
宅
を
、
県
内

に
6
ヵ
所

(
6
4
0
戸
)
設
置
、

運
営
し
て
い
ま
す
。

入
居
条
件
な
ど
に
つ
い
て
は
、

最
寄
り
の
ハ
ロ

l
ワ
l
ク
又
は
愛

媛
雇
用
促
進
セ
ン
タ
ー

・
住
宅
担

当

(E
9
4
7
・
6
6
7
7
)

へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

口
愛
媛
県
内
の
雇
用
促
進
住
宅

・
松
山
上
野
(
松
山
市
上
野
町
)

・
堀
江
(
松
山
市
堀
江
町
)

-
多
国
(
大
洲
市
多
田
)

・
国
分
(
今
治
市
国
分
)

・
大
町
(
西
条
市
大
町
)

-
泉
川
(
新
居
浜
市
松
原
町
)

も
よ
お
し

-・圃・・・・・・・・・・・・

V
い
き
い
き
健
康
講
座

口
日
時

2
月
6
日
例
日
時
却
分
!
日
時

口
場
所

健
康
セ
ン
タ
ー

口
テ
ー
マ

腰
痛
を
軽
く
す
る
た
め
に

口
準
備
物

体
操
の
で
き
る
服
装

口
講
師

十
全
医
療
学
院
附
属
病
院

理
学
療
法
士
中
川
仁
志
先
生

口
問
い
合
わ
せ
先

健
康
セ
ン
タ
ー

E
9
6
6
・
2
1
9
1

る
17 



O O O 
入者十 加 J11 脱 継

保
移

横 天 呂 の二 入 内

神住宅 退
森

免住宅 異動は 月中 者町

高須賀z入z 

承 転 異有
灘 西 次 の 動線

のと 有綿絞 の 放

五目宰太郎 宜主
王I司台 大 お 送

弘 = 須健賀 O 五久 す送 知電
四 八 よ J¥ よ 六 保 で 電 ら話
O 二 健次 り O り八富 話
= 四 )一一 )七雄 て加 せの

2月予防接種計画表

予防接種名 ニ種(ジフテリア・破傷風・百日咳)混合予防接種 風疹(ニ日はしか)予防接種

接種目時
平成 8年 2月8日(木) 平成 8年 2月15日(木)

午後2時一 3時 午後2時一 3時

接種場所 健康センター 2階集団検診室 健康センター 2階集団検診室

生後 1才-7才 6カ月未満の者で l期初 生後 1才 6カ月 -7才 6カ月未満の者で

回を 3回及び1年後の 1期追加を受けて 風疹にかかっていない者。

対象者 いない者。なお、百日咳にかかったこと すでにMMR (麻疹 ・風疹・おたふくか

のはっきりしている場合は 2種(ジフテ ぜ)の混合ワクチンを接種している方は

リア・破傷風)混合で実施できますので、 接種の必要はありません。

受付で申し出て下さい。

-当日は、会場で体温を計ります。 -当日は、会場で体温を計ります。

注意事項
-予防接種を受けますと 1週間は他の予 -予防接種を受けますと 1カ月聞は他の

防接種を受けることができません。 予防接種を受けることができません。

-当日の入浴は差しっかえありません。 -当日の入浴は差しっかえありません。

持参品 -母子健康手帳、体温計 -母子健康手帳、体温計

平成 7年4月より予防接種の対象が変更になりました。お子様の母子健康手帳をもうー

備 考
度よく見られ、まだ接種していない予防接種は早めに接種してください。
なお、ご不明な点がありましたら、健康センタ一保健婦までお問い合わせ下さい。

健康センター 電話 966-2191 (有線)5833 

1.ちえるごみ
2月ごみ収集計画表 清掃センター

電話 966-4989 

有線 3130 

収集曜日 収 集 地 i或 収集日又は収集変更日

月・木 東谷・西谷(井内を除く)
2月12日(月)を

毎 土谷・滑川・天神・鳥の子・横灘団地

木
--ーーーーー・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・・・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 2月13日(火)に収集
井内

火・金 北方・南方胡，--櫨岨・・ー-ー.--崎句....- ・ ~---ー----ーーーーーーーーーーーー---------・・・・・・・・・・・・・ーーーーーーーーーーーーー
火 奥松瀬川

変更なし
週 水・土 前松瀬川(鳥の子を除く)

町筋(天神を除く)

2.ちえ怒し、ごみ ・有資源ごみーー
収 集 t也 域 ガラス・空ビン類 空き缶等金物類 有資源ごみ

東谷・西省(井内を除く)
2月15日(木) 2月26日(月) 2月19日(月)

天神・鳥の子・横灘団地

北方・南方・奥松瀬川 2月16日(金) 2月27日(火) 2月20日(火)

前松瀬111(鳥の子を除く)
2月14日(水) 2月28日(水)

町筋(天神を除く) 2月21日(水)

井内・土谷・滑川 2月8日(木) 2月22日(木)

く〉分別して正しく出して きれいな集積場。

0
0
 



健康センターだより2月

食生活改善推進員教育事業

いきいき健康講座

「腰痛を軽くするために」

もぐもぐ教室

三種混合予防接種

こころの健康相談

風疹予防接種

育児学級

育児相談

健康センタ ー

健康センター

受付午前 9:30-1:00 

午後1:30-3:00 

6日(火)

献血
健康センター

健康センター

健康センター

健康センター

健康センター

健康センター

午後 1:30-3:00 

午後 2:00-3:00 

午前 9:00-12:00

午後 2:00-3・00

受付午前 9:00-10:00

受付午後 1:00- 2:00 

7日(水)

8日(木)

9 fl (金)

15日(木)

22日(木)

2月の献血

2月22日(ボ

11 :00-13:00四国乳業

13:30-16:30三浦精機

健康センター

健康センター

ガリラヤ荘

イシ

午前 8却 ー10:00

午前 9:00-12・00

。

イシ

不用犬引取り

野犬買い上げ

健康相談

母子健康手帳交付

機能回復訓練

毎週月曜日

毎週水曜日

24時間体制

川内町在宅介護

支援センター

午後1:00-3:00 

当番[長

2月4日|永山内科 松山市北梅本町 ft976-1788 

11日|宮内病院 松山市北梅本町 ft975-0091 

12日|愛媛十全医療学院附属病院川内町南方 ft966-5011 

18日|渡部内科 松山市南梅本町 ft975-2232 

25日|友愛内科小児科 松山市水泥町 ft976-6262 

岱966-6250
有線 5833合 966-2191健康センター(問い合わせ先)

お気軽にご相談ください

(秘密厳守・無料)
ft964-5632 (テレホンサービス)救急病院案内

， 
(
十
二
月
受
付
分
・
敬
称
略
)

戸

窓

籍

の

女
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

草

茶堂南
板 f恵

河之
桧 住

内

地団
立日主二

所
戸

ct- 田 皮仁ゴ

石 松 近 佐

ノ居」 JII 浦 ß~き 伯 f来

護

重 広 女子 基 哲
者

雄 1T 展 日青 也

祐す 龍;克2弘日 優T名

車市5 幸2貴き さ小な 前

7 7 7 7 7 生

12 
年

12 12 12 11 

21 14 7 7 30 

*
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

三番屯

上 下 市 =口七 猪 天 原
住

古 之
神

車干
住

市 I中 場 久 窪 宅 j中 屋
所

野 高 寺 大 松 近 メ国主 f禽
氏

中 岡 田 西 本 藤 本

竹 ワ モ 幸 1青 カ

キ ヲ 名
明 雄 子 干z、 ン 繁 美 jレ

65 65 89 81 81 53 79 69 年齢

7 7 7 7 7 7 7 7 死
亡

12 12 12 12 12 12 12 12 年月

29 26 19 18 13 12 10 4 日

野 高 寺 大 松 藤近
メ田古 橋 世

中 岡 回 西 本 本
タ

竹雄 蔵善
マ 種

幸繁 清美 和夫明 コ 春

n
w
d
 

-
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6湯泉給湯場

組湧出量毎分400Q(予備試験による)。

温度42度。

給湯量一，500Qまで(普通車)
L350Qまで(軽四)

給湯時間一， 10:00~19:00 (10 月 ~3 月 )
L lO :00~20: 00 (4 月 ~9 月 )

|給湯の方法|

家
庭
で

温
泉
気
分

西
組
の
源
泉
で
は
、
温
泉
の
湯

を
持
ち
帰
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め

の
給
湯
施
設
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、

十
二
月
二
十
二
日
か
ら
無
料
開
放

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
洗
い
場
の
よ
う

に
蛇
口
が
横
並
び
に
な
っ
て
い
て
、

口
径
の
大
き
な
バ
ル
ブ
式
の
蛇
口

が

一
つ
、
レ
バ

l
式
の
蛇
口
が
三

つ
の
計
四
つ
の
給
湯
口
を
持
つ
施

設
で
す
。

さ
っ
そ
く
レ
バ
ー
を
ひ
ね
っ
て

み
る
と
、
勢
い
よ
く
湯
が
出
て
き

ま
し
た
。
温
度
も
四
十
二
度
と
温

か
く
、
ほ
の
か
に
硫
黄
の
に
お
い

が
し
ま
す
。

手
に
温
泉
の
湯
を
か
け
な
が
ら

温
泉
を
味
わ
っ
て
い
る
と
、
家
に

持
ち
帰
り
、
ゆ
っ
く
り
温
泉
気
分

に
浸
り
た
く
な
り
ま
し
た
。

き
っ
と
こ
の
年
末
年
始
に
は
、

朝
寝
、
朝
酒
、
朝
湯
を
味
わ
っ
た

人
が
い
る
に
ち
が
い
な
い
と
思
い

な
が
ら
、
た
の
も
し
い
湯
煙
を
し

ば
ら
く
な
が
め
て
い
ま
し
た
。

• 

日
りつω

野の花

シロパナタンポポ
Tarαxαcumαlbidum 

道端や人家の近 くに生える キケ科の多年草。

正月明けの 1月4日、西谷小学校の横から塩ケ

森へ登ってみた。寒い日か潤いており、野は静ま

りかえっているが、所々に風の当たらない日だま

りができている。

その日だまりにタンポポが固って咲いていた。

タンポポといえば子供のころから馴れ親しんでき

た花で、よくその種子を吹き飛ばして遊んだこと

が誰にでもある。

地にへばりついて咲くタンポポのたくましさを

思っているとタンポポ茶のコクのある昧を思い出

した。

• 


